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１．研究実施の概要

核内ステロイドレセプターの転写制御能を解析することを目的に、核内ステロイ

ドレセプターと相互作用する転写共役因子群の同定・性状解析を行なった。今年度

は、ヒトエストロゲンレセプター（hERa）に相互作用する転写共役因子p72を同定

した。p72は、既に我々が報告したp68RNAヘリケースと同様の機能を有すること、

更に昨年見出されたRNA共役因子の結合タンパクであることを証明した。その他、

いくつかの転写共役因子候補因子群の性状解析を行なっている。

２．研究実施内容

　「目的」

核内ステロイドレセプターによる転写促進制御の分子メカニズム解明を目的

に、新規核内ステロイドレセプター転写共役因子群の同定及び性状解析を行なっ

た。同定された転写共役因子群の機能をin vitro系及びin vivo系で評価する。

　「方法」

ヒトステロイドレセプター（ERa）、ヒトアンドロゲンレセプター（AR）、ミネ

ラルコルチコイドレセプター（MR）の２ヶ所にある転写促進領域のうち、レセ

プタータンパクN末端A/B領域に存在するAF-1に相互作用する因子群の同定を酵

母two-hybrid法や生化学的手法により試みた。同様の手法により転写共役因子

（AIB1）の相互作用因子の同定を試みた。

　「結論」

ERa、AR、MRのAF-1に相互作用するいくつかの転写共役因子候補因子群を取

得し、その性状解析を行なっているところである。一方、AIB1の相互作用因子の

１つ、p72DEAD-boxタンパクは、我々が既に報告したERaAF-1転写共役因子p68と

構造と機能が酷似した１つのサブファミリーを形成することが判明した。p72/p68

は、ともにDEAD-boxを持ちRNA結合能を有するが、実際RNA転写共役因子SRA

と直接結合し、SRAと協調的にERaの機能を亢進することも見出した。このこと

から、p72/p68は、ERaAF-1と既知AF-2転写共役因子AIB1と機能的な橋渡しをする

とともにSRAとも転写共役因子複合体を形成すると考えられた。　
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